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1　はじめに
　本稿は，スポーツ教育の立場から，「新作ことわざ」「改作ことわざ」「現
代ことわざ」とも表現される「創作ことわざ」の有用性を論じる。
　「ことわざ」を広辞苑で引くと，「古くから人々に言いならわされたことば。
教訓・風刺などの意を遇した短句や秀句」とある。この定義は「伝承ことわ
ざ」を指しているが，はたして的を射ているであろうか。ことわざは短句で
あるが，人口に月會災した句ばかりではなく，教訓や風刺がない句も多々ある。
このような現実との乖離を修正すべく「創作ことわざ」という概念が生まれ，
「ことわざ創り」が教育実践をべ一スにして広がっている。
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　言葉は変わる存在であり，生成と消滅を繰り返している。本来，ことわざ
は辞書的な定義にはなじまない，といった方がよいのかもしれない。そのな
かで，現在に生き残ってきたことわざには，今という時代に受容されるだけ
のリアリティがある。この点において，伝承ことわざは古くて新しい。そう
であるなら，新しくて古く，新しくて新しい創作ことわざが存在してもよい
のではないか。
　このように表現すると，創作ことわざは伝承ことわざとの対極にあるかの
ような印象を与えるかもしれないが，両者は相互補完的であり，共にことわ
ざという宇宙に混在しているのである。
　ことわざは口調よく短縮されるなど，説明が省略されている。よって，レ
トリックという飛躍を含むことわざの場合には，共感・共振という関係性な
くして脈絡は結びにくく，愉しむことも創作することもむずかしい。翻って
いえば，体験の共有を基本とするスポーツ教育の創作ことわざは，動感（キ
ネステーゼ）や質感（クオリア）を託す「わざ言語」や「からだ言葉」と同
様に，すんなりと身に沁み込んでいく性質がある，ということになる。
　このような観点から，スポーツ教育における創作ことわざやことわざ創り
を「わざ言語」や「からだ言葉」の機能に重ね，「わざの伝承と創発」に関
する運動学習理論に位置づけるべく，その規範を導き出したいと考えている。
　なお，文中における《》で括った短句は，筆者の創作ことわざである。
また，いわゆる「技」を「わざ」と表記するのは，「わざ」が技術や技能を
超えた，心身活動の総和を意図していることによる。
ll　ことわざの感性と論理
1．言葉の再帰性
人の歴史は言葉とともに始まった。ホモ・ロクエンス（言葉をもつヒト）
といわれる人は，言葉で意思の伝達ができる。言葉は脳の機能としての心か
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ら生まれ，心に帰るという性質があり，よい言葉はよい言葉を携えて回帰す
る。しかも，知覚や記憶にも関与する言葉は，意識とも深いつながりがある
ことから，意識がある状態では絶えず言葉で考えている。
　確かに，運動感覚を明確に語ることはむずかしく，感覚にものぼらない静
誼な神経系のはたらきもあろう。しかし，言葉は不完全な道具であると認識
することによって，完全な道具としての恩恵を受けることができる。この点
において，人はホモ・ファーベルでもある。
　《不完全ゆえの完全》は，この文脈をことわざにしたものであるが，この
ように暗黙知である身体の言葉を形式知に紡ぎ出し，その言葉が描いた認知
地図が，「わざ」の習得へと向かわせることになる。
　通常，身体運動は無意識的であるが，動いている自分をイメージした図式
を描き，意識して言語化する認知的な過程を経ることによって，パフォーマ
ンスは格段に向上する。
　動く感じが意識化でき，さらに外言語化できる学習者は，指導者がイメー
ジしている動きを，自分の動きにつなげやすい。たとえば，「食い込まれた
な」という感覚を，「よし，踏み込みのタイミングを早くしよう」というよ
うに外言語化することである。これが助言であった場合に，「早い」と「速
い」を混同するような言語の認識力では，「わざ」は身につかないばかりが，
混乱を招く危険が生じる。もちろん，外言語化が不得手なスパースターも存
在する。が，暗黙知と内言語間の演算によるイメージ図式の構造化能力は，
他者の追随を許さぬものがあることは，想像に難くない。
　何はともあれ，「身振り言語」とともに，このような認知機能に配慮した
言語教示を併用した結果，学習者が見えない構造や法則性を見出せたとすれ
ば，飛躍への鍵はすでに掌中にあるといってよい。
　次に，「言語は知識ではなく，体験である」（大岡）を引いて，言葉と体験
についての考えを深めてみたい。
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　子供たちが喜ぶおもしろい試みをやって，最初と最後をきちんとしめ
れば，体験は必ず知識になります。ただし，それを知識化するためには，
あるていど体系化された方法がしっかりしていないとうまくいかないと
思います。それがあれば，子どもたちはおもしろい活動を楽しみながら，
そこに共通する因子を引きだしてきて，それを知識として身につけるこ
とができるだろうと思います。ゲームなどはその一つの方法でしょうω。
　「あるていど体系された方法により体験は知識となる」「最初と最後をきち
んとしめる」という表現は，「創作ことわざ」が言語芸術として認知される
には，その論理を組み立てなければならない，と言い換えられる。このこと
から，楽しく競いあうゲームを設定するなかで，ことわざ創りの意義説明と，
結果としての創作ことわざが，プレイにどのような関わりがあるのかを検証
すべし，という具体案が提示できよう。
　ところで，教示言語や指導言葉，指導言語という，指導者を主体とした普
遍性の高い熟語はあるが，浅学を顧みずにいうならば，学習者が主体となっ
た表現は，「学習者進化発言」以外にその存在を知らない。
　言葉は文化である。そうであるとすれば，言葉がないということは文化が
ないということに等しい。したがって，学ぶという文化価値が，教えるとい
う視座に比べて希薄だったのではないか，という考えが成り立つ。もちろん
教育と学習は，両輪というより表裏一体であることから，軽軽な判断は控え
ねばならないが，学習者の発言を尊重するよりよい言葉と方略があってしか
るべきではなかったか。
　このような論点を下敷きにして，心は脳のはたらきの一部であって「知覚一
記憶一意識」の総体であるとする酒井を引き，学習者の言葉の重要性を考察
してみたい。
言語は心から生まれるわけだが，発せられた言語は再び心に返って理
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解される。心から言語へ，そして言語から心へ，というサイクルは，言
語の作用がその作用を行う心自身に返ってくるという意味で，「再帰的」
（reflexive）である。言語と心の関係を考えるうえで，この再帰性は大
切な考えである（2）。
　言葉と心が再帰する関係にあるということは，続いて記された「別に記憶
された文法の規則性に基づいて解釈される」「すでに記憶された言葉の鋳型
にはめることで，知覚が効率よく進んでいる」からも理解でき，昨今の型に
はめることを否定的にとらえる向きへの警鐘となる。つまり，発信者が学習
者であることが，学習者の行動に対する主体的な「振り返り」であると同時
に，新たな動機づけとしての意味をもつということである。換言すれば，振
り返ることは批判的思考によって確認し，意味づけることであり，創作こと
わざが作者の思考や行動の証として形づくられ，そのことわざが新たな指針
として効力を発揮する，となる。
　では，なぜ，ことわざでなければならないのか，という疑問が生じるであ
ろう。その疑問への回答は，文脈を保ちながら短縮し，語呂や口調を整えて
いく過程において脳内が構造化し，再帰すべき記憶力が高まるからである，
としたい。もちろん，短詩系の文芸である俳句や川柳の創句も同様の秩序づ
けがなされようが，あえてことわざの自由闊達な発想力や表現力による「学
びの学習」に期待を寄せているのである。
2．想像から創造へ
　言葉は文化を学ぶための手本であり，自ら紡いだ言葉は未来をも予見して
いる。このようにいえるのも，言葉を知り，その意味を理解するなどの情報
をもつことによって，混沌とした状態が整理され，ある種の方向性を見出す
ことができるからである。
　つまり，人は話し言葉で考え，文字言葉で考え，知覚という身体語で考え
　250　明治大学教養論集　通巻435号（2008・3）
て，意思表示ができる。しかし，今や，コミュニケーションカの不足が声高
に喧伝される時代となっている。その理由の一つに想像力の衰退がある。
《思いやられる思いやり》という現状が横たわっているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここにあるものを手がかりにここにないものを想う，その〈想像〉と
いう心のたなびきがどんどん短くなっているようにおもう③。
　このような現象について，想いをはせる距離感が取れなくなっている，と
鷲田はいう。それは，従来から直に接することによって身体に刷り込まれて
きたものが，変容する社会に流され，実感がともなわれずに支えを失ってい
るからであろう。
　さらに鷲田は，この〈想像〉という営みについて，次のように続けている。
　わたしたちの文化のなかで，思考や推論としてそれははたらいてきた
が，表現や創作としても力強くはたらいてきた（4）。
　この文章を創造的に援用すれば，現存する「わざ」を身につけ，新しい
「わざ」を創発するには，想像することが欠かせない，となる。想像し，想
いをはせるとは，言葉で考え，全身で確認して，想像の世界を現実に引き寄
せることである。そこに一段高い次元の言葉が紡がれ，「実」を踏まえた
「虚」という，現実を突き抜けた世界が描かれるようになる。さらに，その
虚構から新たな現実が形づくられるのである。
　3．最短の慣用言語芸術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことわざの数は3万とも5万ともいわれる。まさにごまんとあることわざ
ではあるが，庄司⑤は諸説ある本質論を以下のように集約している。
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大西　祝一「知識」説（『僅諺論』1897）
藤井乙彦一「貨幣の如し」説（『俗諺論』1906）
柳田国男一「僅諺武器」説・「言語技術」説・「笑い」説（『民間伝承論』
　　　　　　1934）
折口信夫一「神話」説・「呪言」説（『日本文学の発生序説」1942，ほ
　　　　　　か）
金子武雄一「批評」説・「批判文芸」説（『日本のことわざ（三）」1959）
有吉末吉一「生活真理」説（『諺語学概論』1965）
　ことわざがそれなりの評価を得てきたのは，その抱き続けてきた生命観が
一瞬にして時空間を飛び越え，今，ここに生きる私たちの心に飛び込んでく
るからであろう。つまり，ヒューリスティクス（heuristics）という「不完
全ではあるが役立つ方法」（アインシュタイン）と表現してもよいほどに，
生活に溶け込んでいたのである。
　「急がば回れ」とか「兎に角やってみよう」といった諺や格言の類は
ヒューリスティクスであり，日常生活で役立つ一面の真理を捉えてい
る⑥。
　このように，歴史上で淘汰されてきたことわざの強みは，発見に役立つ方
法とか発見的な性格を有することで，ヒューリスティクスそのものである。
それにしても，ファジー理論にも組みすることわざの定義は，先駆的な研究
者であるテイラーや藤井をもってしても困難だったようである。
“The　definition　of　a　proverb　is　too　difficult　to　repay　the　under－
taking．”
「ことわざを定義することは極めて困難なことで，到底報われない仕事
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　だ」（7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひっ　要するに，いまだ完全なる学術的定義を下し得たる者なし。これ畢
きょう
寛諺そのものの性質の然らしむる所にして，また如何ともすべからざる
なり⑧。
　では，なぜ定義することが困難なのであろうか。大岡には，これに関する
興味深い文言がある。
　ことばというものは定義しにくいものなんです。第一ことばを定義す
るためにことばを使わなくてはならない。しかも，ことばというものは
流動していますから，ことばとは何かと言いはじめると，面倒になりま
す。（略）。ですから，辞書は絶対であるという立場をとらないかぎり，
ことばを厳密に定義することは不可能だといえるでしょう（9）。
　定義の困難さはことわざに限ったことではないが，この問題について永
野⑩は，ヴィトゲンシュタインのいう，共通の性質を考えようとすればそ
れは失敗する，「家族的類似性」（family　resemblance）を見よ，という言
説を紹介している。
　つまり，全体として「どことなくみんなが似ている」と感じるときのよう
に，共通点のいくつかは失われるが，新しい共通点も見つかるということで
あるQ
　このような前提のもとに，藤井（H＞が紹介するホウエルが抽出した，①簡
　　　　　　　　　　　　　　　　　かんみ短〔Shortness〕，②意義〔Sense〕，③鍼味〔Salt〕という「ことわざの3S」
には，一定の評価を与えることができる。これに加えるならば，④通俗性，
⑤文芸性であるが，時田の解釈は定説よりも広く，柔軟性に富む。
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（1）ことわざは必ずしも教訓の言葉ではない。むしろ反倫理的なものす
　らある。
②　個々のことわざが古くからず一っと続いているものではない。
　　　　　　　　　　　　　まれ（3）現代生まれのことわざも稀ではなく，ことわざは今も新たに生まれ
　ている。
（4）ことわざは言語の領域にとどまらず，視覚化された文化だった。
（5）ことわざは庶民だけが使うものではなく，貴族など上流階層も用い
　ていた。
㈲　ことわざは決まった形で伝承せず，形は長くなったり短くなったり，
　表現・意味の変化もともなう〈生き物〉だということ（12）。
　そして，時田は「17音の俳句より短い，世界で最短の慣用言語芸術」（’3）と
いう表現でことわざをくくっている。また，庄司は「自立した短文句」（14）と，
さらに短縮している。
　短縮すればするほどその内容が豊かになるのは，ことわざに限らず短詩系
文芸の特長である。このような広義の解釈によるヒューリスティクなことわ
ざ観は，生きられる世界を秩序づけ，未来への活力を与えてくれる。
　4．内なる越境
　「創作ことわざ」の命名者である庄司は，ことわざと思考との関係性に着
目した先駆者でもある。
　コトワザ教育のねらいは，「感性的論理を身につける」ことだと，言っ
てみることができます㈹。
　筆者がことわざに興味を抱いた理由の一つが，この「感性的論理」に代表
される庄司の志向性にあった。具体的には，「経験主義をのりこえた産物」
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「素朴で萌芽的なイデオロギー」㈹といった論旨と，創作ことわざの教育実
践である。さらには，ことわざがもつ「わざ言語」や「からだ言葉」として
の機能が，スポーツ教育に応用できるという期待感である。
　この感性的論理という視点を評価する北村は，ことわざを生活における態
度決定に関わるものとして，次のように記している。
　ことわざは，こうした直感的判断に形を与えるものであり，感覚的論
理といっても，いわゆる論理的思考とは別なものであり，時には相反す
ることもあり得る。これまでの思考の流れとはまったく別に再考を迫っ
たり，逆の決断のきっかけとなることもある。自らの内部の思考の枠を
超えていく，といってよいだろう。演繹や帰納といった理論とは別の，
原始的あるいは実存的な思考といってよい。（略）。
　ことわざを総体としてみれば，相反することわざが並存しており，こ
とわざを選択する段階で，人間の内部では無言の対話（弁証法の原義）
が行なわれ，思考の切り換えが頻繁になされていく。換言すれば，意識
の世界と無意識の世界，あるいは理性と感性，右脳のモードと左脳のモー
ドの切り換えである（17）。
　生活世界に生まれ育ったことわざは，内に宿る感性的論理をもって庶民の
指針をなしてきた。このような思考の枠組みを越える「内なる越境」（18）（北
村）を含め，ことわざは経験則や経験科学として時空間を越境し，処世の手
がかり足がかりとして存続してきた。
　ことわざの論法は，哲学の論法と同様に逆説として登場することも多く，
思考のための言葉として弁証法を演じる。たとえば，「急がば回れ」である
が，これが創作ことわざになると《急がば走れ》という順接に再逆転するな
ど，元句とは異なった視点や切り口は，ユーモアを生み，情緒の安定にも寄
与する。
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　なお，ことわざには反対の意味を表すものがあることから，論理的ではな
いと評されることがある。たとえば「二度あることは三度ある」に対する
「三度目の正直」である。このように，意味が相反する句が自作の「マラソ
ンかるた」にある。それは，「ん」の《ウンと練習　ドント・ウォーリ》と，
「と」の《時として練習はウソをつく》である。
　このような対のことわざを「表の教育」と「裏の教育」と称して活用して
いるのは，がんばれば強くなれる，勉強すれば偉くなれるという「表の教育」
どおりにすべてが運ぶわけではなく，現実はむしろ逆のことが多いからであ
る。このことから，「裏の教育」としての《時として練習はウソをつく》を
提示したうえで，やはり《ウンと練習　ドント・ウォーリ》だよね，と諭し
納得させることが肝要である，と考えている。このように，ことわざは柔軟
性に富んだ思考を自然なかたちでもたらしてくれるのである。
5．ことわざと「わざ言語」
　人は言葉にすべてを託したとしても，その気持ちが完全に伝わるものでは
ない。受け手のイメージは経験した範囲でしか浮かばず，解釈もその域を超
えることはできない。ここに観念に寄りかかり，知覚と言語の関係性を置き
去りにしてきた，近代教育の落とし穴がある。
　言語的な認識が知覚経験にもとついたイメージ図式を基礎とする一方
で，より複雑な世界分節や抽象度の高い概念においては言語が主導権を
握る。ただし，言語が知覚にたいして影響を与えうるのも，両者をむす
ぶ構造的類似があるからであろう。知覚認識はイメージ図式という回路
をとおって言語的認識の生成に関与し，後者の成果もそこをとおって知
覚へと流れ込む。したがって，認知意味論の「イメージ図式」という概
念を知覚と言語が交わる回路として位置づけることができるのである（［9）。
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　「わざ」の習得に欠かせない「盗む」姿勢が腰砕けになってしまった今日，
イメージ図式（認知地図）を描かせ，「気づき」を喚起する知覚と言語の融
合が欠かせない。
　なぜなら，「わざ」の習得は，運動経験による知覚と言語力を結びつけ，
まとまりある組織構造（ゲシュタルト）にする，弁証法的な作業に依存する
からである。
　いうまでもなく，身体運動には言葉では言い表せない精妙な「わざ」があ
る。だからこそ優れた指導者は，動感や質感を伝えるために，オノマトペや
比喩を駆使してきたのである。
　スポーツ教育は，とりあえず意味が伝わればよいという浅薄な世界ではな
く，動作を起こし，目的とする「わざ」を身につけて，結果を残すことが求
められる。この基礎となるのが，自分にふさわしい解釈を取り出して秩序づ
ける言語能力である。
　このような場面で効力感を生むのが，比喩を用いた簡潔な話し言葉である
「わざ言語」（バーン・ホワードのいうcraft　language）である。混沌とし
た感覚を秩序づけ，身体運動の可能性を広げるには，切り貼りをした分析的
な言葉よりも，たとえ話のようなひとまとまりとなった表現が，全身で感じ
取りやすい。このような特徴をもつ「わざ言語」について，生田は次のよう
に述べている。
　科学言語のようにある事柄を正確に記述，説明することを目的とする
のではなく，相手に関連ある感覚や，行動を生じさせたり，現に行なわ
れている活動の中身を改善するときに用いられる言語である⑳。
　「わざ言語」と表記する「わざ」は，心身の統一体としての実存である。
このような意味をもつ「わざ言語」は，指導者と学習者が運動感覚を共有し
やすく，「わざ」の伝承が促進されやすい。その有効性は，学習者の身のこ
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なしや，学習者進化発言からも判断できる。しかも，言葉の再帰性によって，
新たな「わざ」の創発につながることから，両者間における架け橋の役割を
はたす意義がある。
　次に，生田が引く「中村勘三郎楽屋ぱなし」（関容子著）を紹介し，「わざ
言語」の深淵に触れてみたい。
　そのとき，おじさんは揚げ幕に仮に丸い穴をこしらえて，そこから向
うを見てみな，って言うんです。心の中で揚げ幕に丸い穴をこさえて，
そこから遠くをじっと透かして見るようにしてみな，って言われて，形
と心が一ぺんにわかりました⑳。
　これは尾上菊五郎（六世）から「わざ言語」による教えを受けた，勘三郎
の言葉で，到着しない父を気づかいながら，向こうをこう見定める場面であ
る。また，その菊五郎も，暗闇のなかで螢を追う振りに苦労をしていたとき
に，ある人から「指先を目玉にしたら」という助言をもらった翌日からは，
「はっきりと感じが出せた」と述懐するなど，「わざ言語」の感化力には科学
的言語とは異なる味がある。
　この指導法からは，カンやコツを伝授する関係性が示唆される。つまり，
動感（私が動く感じ）が授受されれば，突然に霧が晴れて展望が開けるので
あって，モザイクの一片に焦点をあてた分析的な指導法とは異なる。このよ
うな「わざ言語」をもって指導する意義は，次に示した金子の記述からも理
解できよう。
　個々ばらばらな動作を別々に覚えていくのではなく，シュトラウスが
いうように，全体としてまとまった運動感覚の図式が一気に発生するの
だ。このような分割できない運動メロディーをもった統一的な運動感覚
図式をシュトラウスは「動きかた」と表している（22）。
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　このように，「動きかた」の授受には，比喩で語られる「わざ言語」がふ
さわしいということは，金子が育てた数多くの教育者や，幾多のメダリスト
（体操競技）の存在が証明している。
皿　時代を拓く創作ことわざ
1，伝承ことわざのアキレス腱
　創作ことわざに言及すると，いつも説明に時間を費やすことになる。それ
ほどに，ことわざといえば伝承ことわざでなければならなかったのであるが，
人口に膀災するまで待たなくては，ことわざに遭遇できないのであろうか。
　「ことわざ」という語は，日本語の構成の上から言って，重点は上の
「こと」にはなくて，下の「わざ」にある。言いかえるならば，「ことわ
ざ」は「わざこと」ではないのである。だから「ことわざ」の原義は，
のちの人によって考えられているように，ある種の言語作品そのものを
さしたのではなく，その言語作品を製作する行為，あるいはその言語作
品を用いておこなう行為（略）をさしたのである。このことは諺の本質
や起源などを考える場合においても，忘れてはならないことであるよう
に思われる㈱。
　「ことわざ」の「わざ」は，働きとしての「業」であり「技」であり，「わ
ざ言語」の「わざ」に通じる。そして，注目すべきは「言語作品を製作する
行為」「その言語作品を用いておこなう行為」との記載である。前者は事の
業（技）を言の技に託すことわざ創りを指し，後者は創作ことわざを活用し
た教育につなぐことができる。
　『一寸の虫にも五分の神」c24）には，このような解釈を裏づけるかのように，
随所に「創作された」「創作した」という文言が見られる。たとえば「この
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くいろは〉を基に，＜いろは歌留多やあるいは，ここで紹介するコトワザ・讐・
警句（これらを全体としてく句〉とよびます）が創作されたわけなのです」
や，「江戸っ子が長年の生活体験から，知恵をしぼって創作したコトバの宝
庫といえるでしょう」である。さらに，「つくられた」という表現も散見さ
れる。これ以外に，時田にも「創作ことわざ」という記述がみられる。
全体からすれば一部ながら，ことわざを新たに作ってしまおうという斬
新なく創作ことわざ〉運動がおこり，広がりの輪は定着してきている㈱。
　ことわざを知っていることは大切であるが，ことわざが意図するところを
経験することにこそ価値がある。その簡便な方法がことわざを創ることであ
る。体験にもとついた精神現象を最短文芸化することわざ創りは，わかりに
くい部分への感覚を鋭敏にし，知的好奇心を喚起するなど，ことわざ経験を
より豊かにしてくれる。
　リズムの中にはきわめて主観的に感じとられるリズムがある。けれど
も，主観性の中には，大きな法則への直感が必ずやともなうであろう。
むしろその直感が，「主観」を成立させる。人間がリズムを創造しうる
可能性ならびに根拠が，そこにある（26）。
　大岡がいう大きな法則への直感は，ことわざを創ることによって一層の具
体性を帯びるが，歌舞伎や落語に比べても，ことわざの保守性が際立つ。そ
の落語を論じる江國⑳には，「新を選び雅を集め，称して「新落語』といふ。
滑稽の妙，頓知の奇，人をして洒然たらしむものは蓋し本書たるべし。（略）
即ち浮世の珍たり，幸に好評賜え」（『新落語』，今村次郎編）という引用が
ある。そして，この「浮世の珍」が新作を意味し，その中から立派に古典と
して残った落語がある，というのである。
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　さらに，「「もとは新作』というのが古典派にとって，いわばアキレス腱と
もいうべき泣きどころかもしれない」「新作がいいか古典がいいかという論
議の仕方そのものが無意味なのだ」という江國の志向は，創作ことわざを活
用する者の思いに重なる。
　この新作落語という名称は，創作落語という呼び名でも知られている。創
作落語といえば，江戸末期から明治時代にかけて活躍した三遊亭円朝である
が，現代の代表作者をあげるならば，これまでの創作数が180を超える桂三
枝である。
　その三枝は「庶民の生き方を表現するのが落語ならば，今のしゃべり方を
しないと落語にならないのではないか」㈱といい，「時代に即してもっとお
もしろく」という考えのもとに，初演後も年月をかけて練り上げている。
　このように，時代の空気を生きる新作や創作文芸ではあるが，再びことわ
ざに話をもどして考えてみたい。
　古代の修辞家に諺を釈して，作者なき格言なり〔Asaying　without
an　author〕とする者あり。諺の作者を知る能わざるは事実なれども，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ作者なくして立言あるべきにあらず，草木虫魚皆種子あり。諺量にひと
り天より降り地より湧くべけんや。
　必ずやこれを唱道せし第一人あるべし。されどそは当時唱道者その人
　　　　　へんまんふゆうの周辺に，遍満浮遊したりし思想感情を捕捉し，凝縮せしめ，また衆人
の早く心に感じ，口に唱えし所を飾るに，適当なる衣服を以てせしに止
まる。すなわち偶然一人の口を仮りて，衆人の智を発表せしに過ぎず。
これを以てこれを観れば，ことわざを成立せしむる勢力は，一人の発言
者の側にあらずして，むしろ承認せし多数公衆の側にあり（29）。
　ことわざには言い始めた誰かがいる。が，それをことわざと認あるのは創
作者ではなく庶民であるという。このことからすれば，誰かが伝承ことわざ
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の姿を模した短文を創って「創作ことわざ」と名づけ，その存在やその意義
を喧伝して賛同者を得るならば，創作ことわざは成立することになる。
　さらに，いつしか多くの人の口に上るようになれば，ことわざとして認知
される可能性は捨てきれるものではない。事実，「赤信号皆で渡れば怖くな
い」（ツービート，1979年）は，『岩波ことわざ辞典』（時田昌瑞著）に収載
され，新しいことわざとして認知されている。このような現象は，すでにゲー
ムのルールが変わってきたことを如実に示している。
　ところで，創案された言葉や短文がことわざとして定着するには，どれほ
どの期間が必要なのだろうか。時田は，「真にことわざとして認められるに
は，創作から10年を経た後も人々の共感を呼び，語り継がれていることが
必要でしょう」と語る。この発言からして，ことわざとしての市民権を得る
までの短文が「創作ことわざ」であり，ことわざを創る行為を「ことわざ創
り」と了解するのが妥当であろう。
　このようにして認知されつつある創作ことわざは，伝承ことわざのもじり
として書名にも散見される。また，新聞や雑誌の見出しにはことわざが好ん
で使われ，もじりを効かせたことわざも紙面に踊ることがある。
　概念は名づけることによって生まれるが，創作ことわざといった命名や言
葉の創造は，能楽をシステムに編み上げた世阿弥の情熱を彷彿させる。
　世阿弥の言葉は実に具体的である。その具体的なことをいう時に，ま
た実に的確にそれを要約する言葉をいう。適切なものが見つからなけれ
ば，自分で言葉を作ってでも，要約してみせる。
　人間の関係や，組織にとって言葉はとても大事だ。言葉はたんに用件
を伝えるための道具ではない。イメージと結びつき，人間の行動と結び
つく。いいたいことを要約して，言葉に結晶させる力のない者は，なか
なかリーダーとはなれない。
　そうかといって，日めくりカレンダーのようなスローガンをいってい
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　るだけでは，言葉は力にはならない。自分の言葉，新しい言葉をさがさ
　ないといけない。リーダーの条件の一つは，こうした言葉への能力であ
　る（30）。
　「初心忘るべからず」とは世阿弥の創作ことわざであるが，「適切なものが
見つからなければ，自分で言葉を作ってでも，要約してみせる」という気迫
なくて，能の今日はなかったのではないか。まさに，「必要は発明の母」
（“Necessity　is　the　mother　of　invention．”＝『ガリバー旅行記』）であり，
「窮すれば通ず」だったのである。いわば有言実行ともいうべき言葉の創作
力は現状への批判精神を宿し，「わざ」の認知，習得，創発に向けた活力と
なって再帰したのである。
　このような意味を有する創作ことわざは，老舗を守るために創り出された
新商品に喩えられる。そこに至るまでには失敗の連続が想定されるが，《伝
統とは革新の連続》であることからすれば，伝承ことわざを守り活かすたあ
にも，ことわざ創りを続けることが必要なのである。
2．新しい酒は新しい皮袋へ
　ことわざに曰く，「新しい酒は新しい皮袋へ」「新しい酒は新しい皮袋に盛
れ」「新しい皮袋へ新しい酒を」であり，「古き皮袋に新しい酒は盛られぬ」
である。が，古い皮袋のことわざ観には，創作ことわざという新酒を受け容
れる器量が十分に備わってはいなかった。
　そこで，「ことわざは庶民の知恵」「ことわざは言葉の民芸」という短句は，
ことわざであるか否かを問うことで，論議をすすめてみたい。むろん，前者
は伝承ことわざ“Proverbs　are　the　wisdom　of　the　streets”の翻訳であり，
後者は自作である。（あえて「」でくくった）
　この句を創ったのは，ことわざには音調や韻律の独自性が許されるなど，
最も自由度の高い短詩系の文芸であり，庶民の工芸品である民芸にふさわし
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いと考えたからである。このように自由度が高いことわざであるにもかかわ
らず，「人口に月會災し，云々」という特異性が自縄自縛となって，自らの生
命力を弱めてきた。
　概念は絶対的な存在ではない。概念は行動や技術と結びついて変化するの
が自然であることから，仮想である分類を重ね合わせても，「目から鼻に抜
ける」というような分類はできない。そうであるならば，少なくとも「その
他」の項を認めるしかない。
　幸いにして，《分化の前がことわざ文化》であり，「生きられる世界」にこ
そことわざは存在する，という認識が標準化されつつある。それは，古い酒
にあたる伝承ことわざを「狭義のことわざ」といい，新しい酒といえる創作
ことわざを「広義のことわざ」と考えることが容認され，「創作ことわざ」
という新しい酒と，それを入れるべく新しい皮袋となる概念が構築されてい
るということである。
　この状況は，狭義は広義に抱かれた存在であるということからすれば必然
であり，広義の解釈による創作活動が活発化し，俳句，短歌，川柳などの頬
詩形文芸に伍した交流活動が期待できる。つまり，創作ことわざをことわざ
と認めることによって，伝承ことわざも顕在化し，ことわざの家族性による
互恵にあずかることになる。このような意義をもつ創作ことわざの存在を，
端的に示したことわざがある。
“Wise　men　make　proverbs　and　fools　repeat　them．”
「賢人がことわざを創り，愚人はそれを何度も口にする」
　この句が伝承ことわざであるとは，なんたる皮肉であろうか。これは「瓢
箪から駒」ではなく，《ことわざのことはことわざに聞け》ということであ
る。ことわざはスパイスとして用いられることに意義があり，やたらに振り
かざすのは野暮であるが，異端視されてきた創作ことわざにも目を向けて辺
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境を耕し，呪縛を解いて発芽を促すことは，ことわざにとっても人類にとっ
ても決して損な話ではない。「文化は辺境より生じる」というではないか。
3．ことわざ創りの系譜
　（1）ホウエルの試み
　ことわざ創りを試みた先人にホウエルがいる。藤井⑳によれば，17世紀
に生きた彼は，500ほどのことわざを新作したが，「ホウエルの希望は全く
水泡に帰して，一句として世に流伝せしものなく，折角苦心の警句も空しく
自家の庫中に朽腐して，世間通用の重宝たるを得ざりき」とのことである。
　ちなみに，ホウエルの創作例をあげると，“Pride　is　a　flower　that　grows
in　the　devi1’s　garden．”（高慢の花は悪魔の庭に咲く），“Burn　not　the　fin－
gers　snuff　another　man’s　candle．”（人の蝋燭をあかるくしようとて，自分
の手を焼くな）があるが，彼の努力は無駄だったのであろうか。時を経たと
はいえ，「創作ことわざ」という概念が生成していることを考えれば，決し
て無駄ではなく，辺境を耕したことは結実している，と考えたい。
　幼児にとって対象物というものは，それが名前をもった時にはじめて
知られ，存在する。そうしてみると，ロゴスとしてのく名＝言葉〉があっ
てはじめて世界は分節され，実質的なもろもろの差異が構造的同一性で
くく
括られることによって存在を開始するのであるから，ロゴスが生み出し
　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　たカテゴリーこそが，一見自存的実体と思われていた〈指向対象〉だと
言わねばならない。〈語る〉ことは真の意味で〈名づける〉ことであり，
言葉による外界の解釈であり，差異化である。そして世界が差異化され
ると同時に，私たちの身と意識の方も差異化されるという相互作用を見
逃してはなるまい〔32）。
スポーツ体験をことわざとして紡ぎ出すことは，命名することと同じ価値
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がある。さらに，創作されたことわざをとおして，自分と他者，対象となる
事象の認識が高まり，差異化ができる。このように，丸山の文章からも，創
作ことわざの存在意義が確認されよう。
　②　柳田国男の「諺」研究カード
　庄司（A’3）によれば，柳田は1950年から朝日新聞社の編集局顧問論説担当と
して勤務するかたわら，全国の子どもたちにアンケート用紙を配り，それを
元にした「諺」研究カード（池田昭所蔵）を作成していた。書物のように集
成はされておらず，書き記した年月日も定かではないが，148枚を数えるカー
ドの1枚には「子供も諺をつくること」とあり，もう1枚には「子供ノ作ッ
タ諺」として9句が記されていたという。
　庄司は，「このカードの文言が，自らを創作ことわざへと駆り立てた」と
語っていることから，柳田のカードには計り知れない恩恵が認められる。
　（3＞庄司和晃の先駆的な教育実践
　庄司は「創作ことわざ」の名づけ親であり，創作ことわざを活用した教育
者である。彼の存在がなければ，ことわざ教育は単なる知識の授受の領域を
出ることはなかったかもしれない。
世上に流布するしないは別として，コトワザらしきものを生みだすこ
とができます。それをわたしは，「創作コトワザ」とか「自作コトワザ」
とかの呼称のもとに，授業の中で試みてきました。15年前からです（34）。
　庄司が初めて創作ことわざの教育実践を行ったのは，先の初版本が1987
年であることからすれば1972年頃となる。その庄司は「ことわざは今も発
生する」といい，「はやり言葉」をことわざとして認知し，次のように記し
ている。
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　寿命の長短はあっても，これも一種のコトワザです。それなりにうま
い側面をついています。他に転用し得る深味と普遍性を持っています。
ある品物の宣伝文句が，その地点をのりこえて，人生一般に妥当する道
理へと転化しているわけです。作者の思惑をこえて，みんなの渡世上の
指針へと高まってもいるわけです。まさにコトワザの発生です（35）。
　庄司（36）（37）による感性的論理を身につけることわざ教育の方法論は，以下
の3点に集約できる。
　①伝承ことわざとの縁結びをはかっていくこと（伝承コトワザとは昔か
　　ら伝わってきているコトワザのこと）。
　②コトワザまじり文が書けるようになること（あるいはコトワザをまぜ
　　たお話しができること）。
③コトワザ作りが一応できるようになること（こうしてできたものを創
　　作コトワザと呼んでおくことにします）
　なお，創作する際の技法として，「コトワザの作りだし」と名づけ，次の
ような実践形式を提唱している。
①自由創作法
　　・「例」提示式（他人の作った例を示したりして）
　　・「いきなり」式（自由に作ってみよ，と言って）
②制限創作法
　　・類似創作（対諺や類諺を作らせる。もじりの活用）
　　・限定創作（食事に関するコトワザを作ってみよ，というように範囲を
　　　限定してやる方法。あるいは「あらゆるものは変わる」ということを
　　　コトワザにしてみよ，というふうに課題を与えてやる方法）
　　・型はめ創作（［：］より［］〈論より証拠〉，というように形式と例を
　　　提示してやらせる）
③勝手創作法
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　　・あれこれやってみて再び自由創作へ還る（これがB）の終点）。
　ここでいう「型はあ創作」は表現に共通する形式を指し，先ほどの例の他
にも〈…　　と＊＊＊は～～ダ〉といったものがある。このような形式を見
つけ出させることも，創作ことわざの教育実践として意義深い。
　（4）永野恒雄の創作名言
　永野が高校生を対象にした「創作名言」を始めたのは1983年で，倫理・
社会の穴埋め問題において，捨てるには惜しい迷答があったことに起因する。
本格的に取り組んだのは1986年からで，「天声人語」（1996．3．・24）に紹介さ
れるなどの反響をもたらした。以下は，日めくりカレンダー（永野編2002
年度版）に登場した秀句である。
3日
4日
5日
6日
7日
率直な言葉はひそかな思いにまさる
汗と恥は若いうちにかけ
困難なのは非を認めること　容易なのは非を見つけること
卑怯な天才より堂々とした馬鹿
本当に信頼できる友は自分にとって優しくない
　庄司の「コトワザ作り」という言葉により，ことわざが創る対象であるこ
とに衝撃を受けた永野は，ことわざ研究の手法ともなる創作ことわざの意義
を，次のように記している。
　ことわざ（ことわざの論理）について研究しようとする際，一般的に
採られる方法は，種々のことわざに含まれている比喩を分析したり，こ
とわざが実際に使用される状況を把握したりといったことが中心になる
はずである。
　ところが，ことわざ（ことわざの論理）の研究法には，ほかにも意外
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な「奥の手」がある。それが即ち創作ことわざの実践なのである。
　ことわざは歴史的，伝承的なものであり，ふつう我々はその創出過程
を目にすることはできない。しかし，もし意図的，人工的に，そして短
期日の間に，ことわざを創出する（させる）ことができるとすれば，我々
はその創出過程を観察できるのである。「ことわざの論理」を把握する
上で，そこで得られる知見も少なからぬものがあろう（38）。
　ここで注目すべきは「ことわざを創出する（させる）ことができるとすれ
ば，我々はその創出過程を観察できるのである」という文言である。続いて
示すのは，この考えにもとついた永野の語る教育実践である。
　生徒には，穴埋め方式の例文を示して，すぐに記入させるのがよい。
大人はロジックが固定されていておもしろくないが，高校生は柔軟な感
性があって，まちがいすらも楽しむことができる。が，無批判な者や，
まじめ一方の生徒にはよい句はできにくいようだ。その理由は遊び心が
なく，見る角度が一方からしかないために，多面的なとらえ方ができな
いからであろう。
　授業に際しては，テキストの内容に則して，その関りをもって，たと
えば①古代ギリシャの名言の穴埋め問題を示す，②先輩の例文を添える，
③自作作業に入る，④よい句を印刷して配布する，というように行う。
その際に，駄作はいっさい載せない。それを載せると，全体の質が低下
する。よいものが伝わっていくことが，教育として必要だからだ。
　次いで，スポーツ教育のことわざ創りについて問うたところ，次のような
言葉が返ってきた。
運動という特殊な条件下にあっても，そこから生まれたことわざは一
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般論に応用できる可能性は高い。むしろ，ユニークさからいえば他の分
野のものより優れている面が多いのではないか。抽象的な言葉ではなく，
具体的にイメージできる言葉であることから，その意義は深い。
　このような語りを聞くなかで得たのは，スポーツ教育における創作ことわ
ざが，現実の多様な社会に向けたモデルとしても活かすことができる，との
確信である。このことは，スポーツ界のリーダーシップ論やコーチ論が一般
社会に援用されていることからすれば当然のことで，まさに「コロンブスの
卵」であった。
　さらに，新聞などのコラムからキーワードやキー・センテンスを見出して
ことわざ化する方法もあるが…，と問うたところ，こう答えている。
　それも一つの手だが，からだで得たものを言葉に置き換えるほうがよ
い。その方が，聞く者にとってインパクトがある。からだを動かした者
のもつ感性や思考回路を大切にしたい。一流には肝心となるものやこと
をつかむ力がある。
　続けて，柔術（大東流）の心得がある永野は，創作ことわざをスポーツ教
育の中で育てていく意義について，期待を込めて次のように語った。
　たとえばそれは，新しい技術の開発力だ。そしてスランプからの脱出
へのヒントとなるはずだ。単に印象や感想を口にするのとは，次元が違
う。おもしろいものがゾロゾロ出てくるはず，楽しみだ。
　（5）穴田義孝の社会心理学
　「ことわざ社会心理学」を提唱し，創作ことわざを社会科学の新たな視点
からとらえているのが穴田である。ことわざを動態的に見た言葉としての視
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座ばかりではなく，生活のある側面を集合的に分析する手法は，「言の技」
に対する「事の技」であるといい，こう記している。
　「事の技」としてのことわざ群は，動態的には使用法において一回性，
無法則，内容において無原理であるといわれるが，静態的，集合的に分
析すると，ある共通感覚，習俗規範を見出すことが可能となる。換言す
れば，使用法はむしろ問題とせず，一句一句の無原理性といわれるもの
を，集合的分析により何らかの原理性，あるいはルールを見出そうとす
るものである（39＞。
　このような立場をとる穴田は，大学生（若者）の創作ことわざを，たとえ
ば年寄りに対する意見・態度を分析する手法の一つとして採用している。
　ことわざは特定集団構成員に了解，共有，伝承されてきた成句である
が，いつか誰かが創ったに違いない。すると「用いる」，「知っているが
必ずしも用いず」といった発想を大転換して，自ら創ることが可能であ
る。
　しかし，理屈をいえば，ことわざはみな創作されたものなので，従来
のように「創作ことわざ」とせず，「ことわざ創り」と命名した。
　「ことわざ創り」は，例とえば世間，甘え，恥，義理，恩，人情，忠
誠，孝といった項目ごとに創作してもらう。言葉をできるだけ精選し，
短縮する，第一人称で創るといったルールがあるだけである。すると既
存のことわざをもじったもの，ことわざらしきものが創られる。これは
社会調査の意見・態度調査の自由回答欄の回答となりうる㈹。
　このように，課題を特定したことわざ創りは，自由回答法であるとともに，
文章の完成法であるとする穴田は，ことわざ創りは，伝承性ということわざ
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の一要件は満たしていないものの，広義のことわざとして，社会科学の新た
な方法論に活用したいとしている。そして，自らもことわざを創り，学生と
の対話に役立てている。その一句が「若者知りたし術はあり」である。
　⑥　藤本義一の方向舵
　作家の藤本義一がことわざを創るようになった契機は，危うい自由業であ
るためだという。手持ちの創作ことわざは，元句取りもしながら60句ほど
あるそうだが，ここでは創作の流儀と3句を引用しておきたい。
　自然に自分で方向舵をつくらなければならない。それが自己流諺になっ
たのだと思う。といって，苦吟して作るわけではない。なにかの時に，
ふっと脳の躾からメタンガスの気泡のように湧いてくるのをメモするだ
けである。
　「蟻一匹炎天下」
　「人生に公式なし，されど人生に解答あり」
　「ギャンブルは信仰の一種」（負けた時に眩くそうである）（41）
　これと同時に，「自分の弱点を一番よく知っているのは自分自身である。
が，それが克服できないのである」という悩みを解いてくれたのが，「自分
を納得さす言葉を探求するのが人生でっせ」（高田好胤）という言葉であっ
た，という。　《ことわざは自ら創作する者を助ける》のである。
　（7）奥津文夫の改作ことわざ
　“Garbage　in，　garbage　out．”（「がらくたを入れると，がらくたが出てく
る」）は，時代の価値観を反映した新しいアメリカのことわざである，と奥
津はいう。洋の東西を問わず，読者を引きつける新聞のヘッドラインや広告
はいうまでもなく，ユーモアのあるスピーチには，ことわざやもじったこと
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わざが用いられている。
　ことわざが成立するまでには長い年月がかかるが，20世紀になって
新しいことわざも生まれている。標題のことわざはアメリカのコンピュー
ター関係者の間で生まれたものである。また社会構造や価値観の変動と
ともに，ことわざの改作やパロディーも生まれ，人々の生活の中に言葉
遊びとしてもことわざが浸透しつつある（42）。
　このように述べる奥津（43）は，「改作ことわざ」と名づけたことわざ創りに
よって，女子大生の考え方や価値観を見守ってきた。以下に，そのうちの5
句と，米国のCBSテレビによることわざを完成させるテスト結果で，まち
がいではあるが面白い2句引用する。（斜線の左側を与え，右側を完成させ
る問題）。
「塵も積もれば公害となる」（塵も積もれば山となる）
「安くてびっくり買ってがっくり」（聞いてびっくり見てびっくり）
「人事をだまして内定を待つ」（人事を尽くして天命を待つ）
“To　eat　or　not　to　eat，　that　is　the　question．”（“To　be　or　not　to　be，　that
is　the　question．”）
“Arolling　woman　gathers　no　man．”（“A　rolling　stone　gathers　rlo
mOSS．”j
“The　pen　is　mightier　than／the　penciL”一“The　pencil　is　mightier
than　thesword．”
“Arolling　stone／plays　a　guitar．”一“A　rolling　stone　gathers　no
mOSS．，，
このようにしてみると，改作ことわざ＝創作ことわざは，江戸時代に興隆
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した地口の現代版「創作地口」としても家族化でき，ユーモアのセンスアッ
プや，コミュニケーションカの向上にも貢献していることがわかる。
IV　スポーツ教育の創作ことわざ
1．「わざ言語」と「からだ言葉」と
　ことわざを「17音の俳句より短い，世界で最短の慣用言語芸術」と了解
したのは時田であった。では，スポーツ教育の創作ことわざは，どのように
表現するのがふさわしいのであろうか。筆者は，運動メロディーといわれる
一連の動きを促す「わざ言語」や，慣用句の「からだ言葉」に通じることか
ら，「最短の身体文芸」ととらえている。
　心象を反映する創作ことわざが身体運動に関わるとき，知覚から言語への
はたらきかけばかりでなく，言語から知覚への回帰が期待される。その周辺
をさぐるために，ポラニーを引いてみたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人間の知識について再考するときの私の出発点は，我々は語ることが
　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　■　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
できるより多くのことを知ることができる，という事実である（44）。
　暗黙知とは我々が語ることができるよりも多くのことを知る仕方であ
る（45）。
　知的であろうと実践的であろうと，外界についての我々のすべての知
識にとって，その究極的な装置は我々の身体である。（略）。我々が自分
の身体を外界の事物としてではなく，我々の身体として感じるのは，こ
のように我々の身体を知的な活動の装置として用いることによるのであ
る（46）。
　これらポラニーのいう暗黙知は身体知，経験知ともいわれ，形式知（ロゴ
ス）として語りつくせない知を宿している。とりわけ，「わざ」を表現する
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スポーツ人，職人，芸術家らの世界には，無尽蔵の暗黙知が息づいている。
これらの世界に生きる指導者は，いかにして「身のこなし」などの動感や質
感を伝えるか，ということに腐心してきた。その究極の言葉が，「わざ言語」
だったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　これまでに「身体」という表現を多用してきたが，本来は「身」と表記す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　こなべきだったかもしれない。「こなし」は「こなす」であり，「粉にする」「熟
す」を当てるように，身には粉骨砕身して骨身に沁みるまでスキルを高める
意味がある。
　したがって，「わざ言語」は，身に覚えがある者にはすんなりと沁み込ん
でいく，という特長がある。その反面，経験のない者や浅いものにとっては，
身に覚えがないのであるから心が動くはずもなく，「身のこなし」もぎこち
ないまま，という弱点を抱えている。この意味で，「わざ言語」はティーチ
ングを超えたコーチングの言葉なのである。
　さて，今，「からだ言葉」を用いて「わざ言語」の長短に言及したが，養
老はこの「からだ言葉」を，以下のようにとらえている。
　言葉というのは，意識の世界のものですから，脳の中で高度に抽象化
されている。ところが，一方ではそこまでは抽象化されていない，つま
り言語化されていない無意識の世界があって，意識と無意識の間を結ぶ
言葉が，からだことばだった（47）。
　ことわざ創りによって身体運動の暗黙知を外言語化し，形式知化をはかろ
うとしているのは，スポーツ教育の創作ことわざが，「わざ言語」や「から
だ言葉」と同様に，意識と無意識を往来する，身体性の豊かな言葉として意
味をもつからである。
身体感覚についての繊細な言語表現は，精妙な身体感覚を継承してい
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く強力な手立てである。身体感覚は行動様式を通しても伝えることがで
きるが，こうした「からだ言葉」を通して伝承される意義も大きい。
（略）。こうした伝統的な表現は，理解や許容といった言葉では喚起しに
くい身体感覚を触発する力をもっている㈹。
　スポーツ教育の創作ことわざは，身体感覚を触発するという点において，
「わざ言語」や「からだ言葉」との家族的類似性が高い。つまり，これらは
カンやコツといった心のあり方を含めた「私が動く感じ」を表現していると
いうことである。
2．「わざ」の伝承と創発
　テニスの授業では，次のような「わざ」と言語の関係性を問う日を設けて
いる。①rrこうします』のrこう』を真似なさい」と告げる，②投げ上げ
たボールをバウンドさせないようにラケットで受け止める動作を3回見せる，
③同じ動作を再現するように指示する，④意識したことの説明を求める。
　その結果を集約すると，次のようになる。A）バウンドさせないで受け止
められる者は説明できる，B）ラケット上に載せられない者は説明すること
が困難である，C）受け止められるがバウンドしてしまう者は説明が不十分
である。
　次いで，④A），B），　C）のパターンを再現して見せ，⑤どのようにすれば
目的を達成できるかということを，言葉で表すように仕向ける。このような
仕掛けにより，以下のような確信を得ることができた。
　ここでは正しい行動の背景には，その動作に即した言葉がある，とい
うことを学びました。行動が言葉を生み，言葉が行動を支えます。自分
の言葉が見つかったら，考えが変わるというより，すでに考え方は変わっ
ています。ですから，動きが説明できるのであって，その考えにもとづ
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　いて動作をすれば，それまでの動きと同じはずがありません。
　　このように，身体は，かなりの部分が言葉で制御され，制御された身
　体からは，さらに深い言葉が生まれます（49）。
　つまり，縦糸である感性（主観）に，論理（客観）という横糸を織り込む
コーディングは，私の動く感じを図式化し，自己認識から自己了解への道筋
を拓くのである。
　考えに入れなくてはならぬことは，動作の巧拙はイメージ（表象）を
もたなくてはならないことである。イメージがあってこそ，ひとつのス
ポーツが遂行できるわけであり，文字を書くことができ，デッサンもで
きる。もし，これがなければ，動作は知覚に対する反応に過ぎなくな
る（5°）。
　これまでのスポーツ教育へ向けられた視線は，S→Rという単純な反応で
しかないという誤謬であった。猪飼がいうように，運動学習が認知的な学習
であり，知覚と言語を含めた全人的な学習であることが認識されることを期
待し，ことわざ創りを実践している。
　創作ことわざの実践者に共通するのは，イメージを描くことによって暗黙
知という星雲状態を脱し，形式知としての惑星を誕生させようとしている点
である。いうまでもなく，初期の句は客観とか形式知と呼ぶには未分化であ
り，暗黙知の尾を引いた生きられる流星であるかもしれない。
　しかし，感性と論理のモード変換を経た外言語が，身体動作に結びついた
ことわざとして姿を現したとき，「わざ言語」と同じくして身体運動の規範
を形成している可能性は高い。ことわざ創りは，学習者の主体的な思考と行
動がかかわり，その思考や行動が結実した創作ことわざは，新たな行動の指
針となるのである。
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　ここに至る過程において意味をもつのは，指導者の「身振り言語」である
「わざ」の示範と，体験を紡いだ「わざ言語」やことわざである。指導者の
動感や質感をつかむには，学習者が自らの感覚を言葉に置き換えながら真似
ることが欠かせない。知覚と言語を切り結んだ学習者に，構造的な変化が生
じていることは，形づくられた作品が物語るが，ここにおいて「わざ」の授
受に関する萌芽がみられる。
　次の段階に入ると，真似ながらも自分の動きを模索する過程を外言語化し，
イメージ図式をもとにしたことわざへの昇華作業を併用することになる。こ
のような知覚と言葉を活用した認知過程を経ることにより，「わざ」の意味
構造が明らかになり，ある瞬間に「わざ」が自分のものになるのである。
　できるだけ少ない文法規則（法則）を見つけて，さまざまな言語の現
象を説明しようとする，言語学の演繹的な方法論は，物理学そのもので
ある。
　文学は主観的な要素が強いかもしれないが，媒体となる言語そのもの
は，極めて客観的である。むしろ，客観的であるがゆえに，言葉を通し
て多くの人と意思の疎通がはかれるのだろう，それは，物質一心一言語
というサイエンスの対象が，客観一主観一客観というサイクルに従って
いると考えれば，自然なことなのである。物質の側と言語の側の両方が
客観ならば，その両方から進んでいけば，一方だけよりも早く心にたど
り着けるかもしれない（51）。
　ことわざや「わざ言語」には，主観が取り入れられた客観がある。「わざ」
の伝承や創発には，先の酒井を引くまでもなく，主観と他者の意見をも汲み
取った客観との往還が生じるが，そのためには，想起し，思いやることが欠
かせない。ここに，《創作ことわざは無関係の関係論である》という弁証法
的な思考が促進され，ある瞬間に突き抜けや飛躍が生じて関係が結ばれると
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いう，ことわざ創りへの期待が込められている。
　では，駅伝の裡をイメージして創った《汗は思い》という句はどうか。描
かれたイメージ図はさまざまであろうが，個々の図式を交換することで，練
習やレースの励みになることはまちがいなかろう。
　このように，比喩に喚起されたイメージの関係性を追求する認識活動こそ
が，「わざ」の伝承・創発の根幹となるのである。
3．実践ことわざ創り教室
　（1）ことわざ創りの「わざ」
　スポーツ教育のことわざ創りを実践して思うのは，人はことわざの胚を内
包している，ということである。この実感を創作ことわざに託せば，《こと
わざは身の内にあり》，《身から出たことわざ》となる。このとき注目したい
のは，指導者の創作ことわざもさることながら，学習者が主体的に創作でき
るように仕組むことの重要性である。
　①子どもが既に持っている運動イメージを呼び起こすコトバを…略…定
　　めてどんどん使い，子どもが聞いたらその動きと動きの感じを思い出せ
　　るまで，また逆に，その運動イメージをそのコトバで他人に話せたり作
　　文にかけるまで，教師が使う。
　②子どもが未だもっていない運動イメージの場合は，体に触れての指導
　　や示範などをコトバに伴わせて，そのコトバに結合させる動きや体の状
　　態からのFBを感じとらせる。感じたことを外言化させたり，子どもの
　　運動をよく観察して，その運動イメージをチェックする。
　③　動作に入る直前に，そのコトバを使って注意したい点を自分に言いき
　　かせ，「秘めたるささやき」によって動作を調整させる。また，動作の
　　あとから，自分や友だちの動きを相手にわかるように，そのコトバを入
　　れて話し合わせたり，自分の運動ができるようになった経過をくわしく
　　作文にかかせて発表する（52）。
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　多田が記した「作文を書かせる」というくだりを，創作ことわざに言い換
えて読むと，創作ことわざ・ことわざ創りの進め方が理解できよう。つまり，
運動イメージが想起できるように指導者が言葉を掛け，学習者がつかんだ動
く感じを言葉（ことわざ）にすることによって，振り返り効果を高めるので
ある。さらに，他者に向けて発信し，質疑応答を経ることによって運動構造
が鮮明になり，「わざ」の定着・創発への可能性が高まる，ということであ
る。
　内なる胚が目覚めた創作ことわざは，動感が歯切れのよい短文で表現され，
意味と動きを一挙に感じ取らせる力を有する「わざ言語」として機能する。
ことわざや創作ことわざには必ずしも比喩があるわけではないが，両者の意
図するところは，「動感や質感の伝承と創発」であることにおいて同じであ
る。
　以下の3句は，このような創作ことわざ＝「わざ言語」を創るプロセスを
託したものである。
　　①《ひらめきを，脳裏に残せ，キーワード》
　　②《元の句を，音読しつつ，連想す》
　　③《読み込んで，短縮入れ換え，ひねり技》
　①は，《身から出たことわざ》に喩えるように，実技中のひらめきをこと
わざに結晶させるということである。しかし，忘れてしまっていることが多
く，運動中とあっては，《メモからことわざ》や《ひらめきと，鉛筆一本，
紙一枚》も簡単ではない。よって，キーワードを脳裏に焼き付けておくこと
が秘訣となる。
　②は，①の情景をもとに，それにふさわしいリズム感をもったことわざを
音読しながら，創るべきことわざを思い描くことを意図している。
　③は，《身から出たことわざ》と《文章からことわざ》の両方を想定して
いる。共通するのは，論旨を変えずに比喩や逆説，二項対立などの形式で言
葉を浮き彫りにすることと，口調やリズムを整えて安定感をつけることを意
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味している。
　次に，毛利の「訓練ではたくさん失敗します。それがないと本番で失敗し
てしまうんです」（53）を引いて，「失敗は成功の母」に迫ることわざ創りの手
順を追ってみたい。
　a．《本番の成功率は訓練の失敗数に従う》。
　　　この作例は，〈本番〉，〈訓練〉，〈失敗〉という語をそのまま使用し，
　　　〈失敗〉に対比される〈成功率〉とく比例する〉を新たに組み合わせ
　　　たが，理屈が過ぎる句になってしまった。
　b．《失敗のない訓練は本番を危うくする》。
　　　新たに使用した言葉は〈危うくする〉だけにもかかわらず，逆転の発
　　　想があるため，与える印象は強くなっている。が，少々ひねりに欠け
　　　ている。
　c．《失敗のない訓練は失敗である》。
　　　2種だけの名詞で仕上げた句である。表の教育論者からの反発はあろ
　　　うが，逆説を用いた決めつけが強いために記憶には残りやすい。《よ
　　　く読む人はよく詠む》であり，《よく詠み込めばよく飲み込める》と
　　　いうことである。
　このような方法は，新聞のコラムなどから抜粋して行うのが有効である。
ゼミでは，学生自身が採用した文章をコピーして配布し，リーダーとなって
授業を運営させることで，より大きな成果を得ている。
　（2）創作の感想と実例
　《語呂も口調もよいように，言葉の脂肪をそぎ落とせ》，《感性を磨いて澄
まして描写して，理性を加えてもう一捻り》と，創作実践を激励してきた学
生の感想と創作ことわざを紹介する。
　①　感　想
　　　「久々に違った頭を使った」
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　　「久しぶりに柔らかいものの見方をした」
　　「ことわざ創りの面白みは思い出の具体化か，と思えた」
　　「スキー実習を振り返ることになり，注意力や観察力が増した」
　　「テーマについて考えることができ，スキーの復習にもなる」
　　「自分と対話すると見えないものが見えてくる，とおっしゃったこと
　が実感できた」
　　「自分の心や友達の心に触れるきっかけになった」
　　「教師になる自分のあるべき姿を確認した」
　　「体育の授業なのに意外であった。創ることに意味があり，忘れられ
　ないことになるだろう」
②　実　例
　　アルティメット＝「ディスクと人生は傾いたら一気に落ちる」
　　　　　　　　　　「巻きできずんば負け」
　　キャンプ＝「テントの外に耳あり」「ちゃんとテント」
　　　　　　　「便意便器を選ばず」「富士霧中」
　　サッカー＝「声なき者にパスは来ぬ」「鯵にならずに鮎となれ」
　　　　　　　「人という大きな壁」
　　スキー＝「怖いと思うから怖いのさ急斜面て」
　　　　　　「軽いようで重いゼッケン」
　　ソフトボール＝「フライはグローブに触れるまでがアウト」
　　　　　　　　　「芯に当てるには無心になれ」
　　卓球＝「両面の持ち腐れ」「ボールと魚はすばやく切れ」
　　　　　「アウトと思う先の角」
　　ドッヂボール＝「後ろに目あり」「内回し外当て」
　　　　　　　　　「逃げる者は追われる」
　　テニス＝《グリップは手の内を語る》《広くて狭きは世間とコート》
　　バレーボール＝「排球の陣」「三角の中に丸はある」
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　　　　　　　　　「ボールを落としても気は落とすな」
　　パラグライダー＝「苦しいときが登り坂」「風の功より技の功」
　　　　　　　　　　《飛ぶなら跳ぶな》
　　ランニング＝「持久力は一日にして成らず」
　　　　　　　　《マラソンはお先にどうぞまた後で》
V　まとめ
　スポーツ教育における「創作ことわざ」と，「ことわざ創り」の有用性に
ついて論じた。
　1．　従前からの「伝承ことわざ」に加え，「創作ことわざ」という概念が
　　生まれ，新たなことわざ観が広まりつつある。
　2．　「感性的論理」であることわざを創ることは，言葉の再帰性を活用し
　　た教育として意義がある。文脈を保ち，音調や韻律を考慮して短縮する
　　過程において「内なる越境」が生じるなど，弁証法としての原義がみら
　　れる。
　3．　スポーツ教育における創作ことわざは，中村勘三郎に「形と心が一ぺ
　　んにわかりました」と言わしめた，「『わざ』言語」としての機能を有す
　　る。なお，ここでいう「わざ」は，心のあり方を内包する身体運動のあ
　　り方を意味している。
　4．　ことわざと「わざ言語」「からだ言葉」との結び目は飛躍であり，そ
　　こには「想像から創造への往還」が生じる。この飛躍に橋を架けること
　　　　　　からだ　　により，《身体を練り，心を耕し，言葉を紡ぐ》という認知的なスポー
　　ツ教育が実現する。
　5．　スポーツのことわざ創りという知覚と言葉が協働した認知的な学習で
　　は，動感（キネステーゼ）や質感（クオリア）といった「私が動く感じ」
　　が豊かに表現され，「わざ」の伝承と新たな「わざ」の創発を喚起する。
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